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寄贈品コーナー寄贈品コーナー

　七夕まつり 60 周年　七夕まつり 60 周年 七夕いまむかし七夕いまむかし
　平塚の七夕まつりは、昭和 26 年（1951）に始まりました。その前身は昭和 25 年の「復興まつり」。戦災
で大きな痛手を被った街の復興をめざしたものでした。その後祭りは夏の湘南を代表する風物のひとつとし
て、平塚市の発展に大きく貢献してきました。七夕まつり 60 周年を記念して、七夕と七夕祭りに関する資
料を展示します。

＜展示内容＞
■豪華サイズくす玉飾り■おりひめ・ひこぼしってどの星？■七夕の歴史■いろいろな七夕（人形ときもの）
■大磯町西小磯に伝わる貴重な七夕行事■たなばたの「神社」■詩歌でたどる七夕■短冊投句コーナー・他
場所：1階展示室寄贈品コーナー
期日：6月 19 日（土）～ 7月 29 日（木）
　　　（6月 19 日は展示作業をご覧いただきます。

　　　完成は夕方です）

　6月 19 日はみなさんの目の前で展示作業を行い
ます。花で飾られたくす玉の構造がよくわかりま
す。ご希望があれば、楠花作りに参加していただ
くのもＯＫです。
　サイズは目抜き通りで飾られる、あの最大級の
くす玉。目の前で見て、触れて、平塚のでっかい
飾りを実感してください！
　また、投句コーナーを設けます。来館記念に七夕を五七五で楽しみましょう。

⾜利織姫神社（写真:露⽊三恵⼦さん提供）

５月１６日、平塚海岸から博物館へ地曳網の船が搬入されました。全長９ｍ８０㎝、ミヨシ(舳先)の高さ２ｍ３０
㎝もの大型木造船です。事前に博物館のプレハブ倉庫にぎっしりと詰まっていた大型民具を城島分庁舎へ移動し、
さらに倉庫の壁を取り壊し、天井板まではがして船の受入体制を整えました。寄贈されたのは、平成19年まで地曳
を行っていた勘四郎網の船です。昭和５６年に二宮町の二宮造船にて145万円で造られました。もはや和船をつくる
現役の職人は県内におらず、船大工の伝統技術を知る上でも貴重な資料です。
　地曳網は平塚海岸の代表的漁業でした。昭和初期には20艘もの地曳船があったといわれています。それがシラス
船曳き網の導入、漁獲の減少、漁師の高齢化などにより次々に姿を消していきました。最後まで漁を続けていた勘

四郎網が休業し、数百年続いた平塚の地曳網の歴史
は幕を閉じました。
　網元の松本重雄さんは、10代の頃から60年以上、
地曳網一筋に生きてこられた方です。海と漁に関す
る松本さんの体験的知識も船と同じくらい貴重です。
松本さんからお話しを聞いて、この船の履歴書を作
成していきたいと思います。網、綱、樽などの関連
漁具も寄贈していただく予定です。完全な形の船、
関連漁具、使用者の話し、この３つがすべて揃って
いることでいっそう価値が高まります。この船を展
示等で活用できるように、少しずつ整備を進めてま
いりたいと思います。

博物館へ地曳船がやってきた

松本重雄さんと勘四郎丸

２０１０年　６月１９日(土)～　７月２７日(火)




